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2
0
1
7
年
に
政
府
が
設
置
し
た
「
人

生
1
0
0
年
時
代
構
想
会
議
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
教
育
を
受
け
て
か
ら
仕
事
を

し
、
引
退
す
る
」
と
い
う
働
き
方
の
モ
デ

ル
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
一
つ
の
会
社
で
定
年
ま
で
勤
め

あ
げ
る
働
き
方
が
主
流
だ
っ
た
時
代
は
、

社
内
で
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
重
視
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
雇
用
の
流
動
化

が
進
み
、
働
き
方
が
多
様
化
す
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
組
織
内
で
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
よ
り
も
、
自
ら
の
市
場
価
値
を
主

体
的
に
高
め
る
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

学
び
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
【
図

表
１
】。

ま
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
人
工
知
能
と
い

っ
た
新
し
い
技
術
が
次
々
に
登
場
す
る
な

ど
技
術
革
新
が
急
速
に
進
む
中
、
求
め
ら

れ
る
ス
キ
ル
の
変
化
、
持
っ
て
い
る
ス
キ

ル
の
陳
腐
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
っ
て

い
ま
す
。
人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、
社
会
・

経
済
の
大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
、
環
境
変
化
に
応
じ
て
自

ら
を
変
化
・
進
化
さ
せ
る
柔
軟
な
キ
ャ
リ

ア
形
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
人
生

1
0
0
年
時
代
の
到
来
に
伴
い
、
働
く
期

間
の
長
期
化
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
何
度
も
教
育
を

受
け
る
、学
び
直
し
（
＝
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）

が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

監修／和泉 昭子（ファイナンシャル・プランナー）

1
A

1
Q

最
近
よ
く
聞
か
れ
る
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

人
生
１
０
０
年
時
代
、
就
職
後
に
学
び
直
し
を
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
な
げ
る
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

人生100年時代。これまでの『教育を受けた後、仕事をして、引退する』という3ステージの人生モ
デルが変わりつつあります。政府では『教育未来創造会議』を立ち上げ、社会人の学び直しを意味す
るリカレント教育（リカレントとは「繰り返す」「循環する」の意）の推進に向けた環境整備に乗り
出しています。就職後もう一度教育を受ける、学び直しで得たスキルを活かして新天地で働く――と
いった新しい形のキャリアプランについて考えます。

何度でも学び直して何度でも学び直して
自分が輝くキャリアを築こう自分が輝くキャリアを築こう

▶ ▶
3 ステージの人生

マルチステージの人生      

教育

教育

仕事 引退

学び直し

会社勤め
フリーランスな

働き方
留学

引退

ボランティア

【図表1】　

（出所）監修者作成
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内
閣
府
が
行
っ
た「
平
成
30（
２
０
１
８
）

年
度
生
涯
学
習
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
社
会
人
に
な
っ
た
後
で
、
大
学
・

大
学
院
、
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
の
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
、
今
後
学
習
し
て
み

た
い
人
の
割
合
は
、
全
体
の
36
％
に
も
の
ぼ

り
、
特
に
30
代
で
は
50
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
ほ
ど
学
び
直
し
へ
の
関
心
が

高
い
と
い
え
ま
す
。

た
だ
、
２
０
１
５
年
O
E
C
D
調
査
に

よ
る
と
、
高
等
教
育
機
関
（
4
年
制
大
学
）

へ
の
25
歳
以
上
の
入
学
者
割
合
は
、
日
本

は
O
E
C
D
諸
国
の
中
で
最
低
レ
ベ
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
【
図
表
２
】。
そ
れ
に
対
し
、

北
欧
諸
国
や
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
っ
た

国
々
で
は
い
ち
早
く
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

重
要
性
に
気
づ
き
、
人
へ
の
投
資
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
で
、
労
働
力
の
質
を
高
め
、
柔

軟
な
労
働
市
場
の
形
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

3
A

3
Q

社
会
人
の
学
び
直
し
は
、

公
的
な
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

政
府
は
大
学
な
ど
に
お
け
る
実
践
的
・
専
門
的
な
社
会
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
B
P
）
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す

社
会
人
の
、
よ
り
実
践
的
・
専
門
的
な
学

び
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
全
国
の

大
学
や
大
学
院
が
実
施
す
る
「
職
業
実
践
力

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
B
P
）
で
す
。
B
P
は

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
を
目
的
に
文
部
科
学

省
が
２
０
１
５
年
度
に
創
設
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
毎
年
新
た
な
講
座
が
同
省
の
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
実
務
家
や
関
連
企
業
と
連

携
し
た
授
業
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
科
目
で
構
成
さ
れ
、
実

務
に
即
し
た
ス
キ
ル
の
習
得
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
週
末
や
夜
間
に
開
校
す
る
な
ど
、
社

会
人
が
受
講
し
や
す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
【
図
表
３
】。

B
P
認
定
の
対
象
講
座
に
は
、
①
修
士
の

学
位
を
取
得
で
き
る
大
学
・
大
学
院
の
正
規

課
程
の
ほ
か
、
②
社
会
人
等
の
学
生
以
外
の

者
を
対
象
に
開
講
さ
れ
た
一
定
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
者
に
対
し

て
、
法
に
基
づ
く
履
修
証
明
書
が
授
与
さ
れ

る
特
別
課
程
「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
履
修
証
明
書
の
発
行

に
は
最
低
1
2
0
時
間
の
授
業
時
間
数
が
必

要
で
し
た
が
、
社
会
人
が
受
け
や
す
い
よ
う

60
時
間
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
認
定
対
象
の
講

座
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｐ
に
は
最
先
端
の
理
論
を
学
べ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
多
く
、
授
業
内
容
は
総
じ
て
レ
ベ

ル
が
高
い
た
め
、
仕
事
と
勉
強
の
両
立
は
大

変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
専
門
的
な
ス

キ
ル
や
資
格
を
身
に
付
け
、
違
う
仕
事
を
し

て
み
た
い
、（
新
卒
時
に
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
）

希
望
の
職
業
に
就
き
た
い
、
と
い
う
人
に
は

挑
戦
す
る
価
値
の
あ
る
制
度
で
す
。

【図表2】高等教育機関への25歳以上の入学者の割合（2015）

2
A

2
Q

日
本
で
も
学
び
直
し
を
し
て
い
る
人
は
増
え
て
い
る
の
で
す
か

す
で
に
学
び
直
し
た
人
、
将
来
学
び
直
し
を
し
た
い
人
は

若
い
世
代
ほ
ど
多
く
、
30
代
で
は
全
体
の
5
割
に
の
ぼ
り
ま
す

（出所）OECD「Education at a Glance (2017)」（諸外国）及び文部科学省「平成27年度学校基本統計」(日本 )に基づき作成

働きながら大学で
学びやすくなっている

①履修証明書の発行が受けやすく

②教育訓練給付と「BP認定講座」の連携

最低授業時間数が 120時間 60時間 に引下げ▶

認定講座の約半数では
受講費用の 4～7割 を教育訓練給付から支給

【図表3】　

（出所）監修者作成

高等教育機関（4年制大学）への25歳以上の入学者割合を見ると、日本は他国と比較して、割合が著しく低い。
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雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
た
人
が
会
社
を

退
職
し
た
際
に
支
給
さ
れ
る
求
職
者
給
付（
い

わ
ゆ
る
失
業
保
険
、
以
下
同
）
は
、
あ
く
ま

で
「
就
業
意
思
」
が
あ
る
人
の
た
め
の
制
度

で
す
。
そ
の
た
め
、
仕
事
を
や
め
、
全
日
制

の
大
学
や
専
門
学
校
に
通
う
人
は
失
業
保
険

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
但
し
、
夜
間
・
通
信

制
学
校
の
学
生
と
な
っ
た
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
失
業
保
険
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

仕
事
を
や
め
て
全
日
制
の
学
校
に
進
学
す

る
場
合
、
失
業
保
険
は
受
け
ら
れ
な
い
も
の

の
、
離
職
後
１
年
以
内
な
ら
教
育
訓
練
給
付

制
度
（
Q
４
参
照
）
は
利
用
で
き
ま
す
。
ま

た
学
力
や
家
計
状
況
の
審
査
に
通
れ
ば
、
社

会
人
で
も
奨
学
金
を
利
用
で
き
ま
す
。
中
で

も
募
集
人
数
が
多
い
日
本
学
生
支
援
機
構
の

奨
学
金
の
う
ち
、
卒
業
後
に
返
済
が
必
要
な

貸
与
型
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
貸

与
型
に
は
無
利
子
の
第
一
種
奨
学
金
と
有
利

子
の
第
二
種
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
（
過
去
に

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合

は
別
途
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

第
一
種
奨
学
金
の
貸
与
月
額
は
大
学
の
場

合
、
2
万
円
〜
6
万
４
０
０
０
円
か
ら
選
択

が
可
能
（
最
高
月
額
の
利
用
に
は
条
件
が
あ

り
ま
す
）。
ま
た
、
第
二
種
奨
学
金
の
貸
与
月

額
は
、
大
学
の
場
合
で
2
万
〜
12
万
円
、
大

4
A

4
Q

学
び
直
し
は
魅
力
的
で
す
が
、
経
済
的
な
負
担
が
心
配
で
す

教
育
訓
練
給
付
制
度
が
あ
り
、

受
講
料
の
一
定
割
合
が
国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

社
会
人
の
学
び
の
場
に
は
、
大
学
院
、
大

学
・
短
大
、
放
送
大
学
、
専
門
学
校
、
Ｊ
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｃ
（
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
講
座
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
B
P

（
Q
３
参
照
）
に
認
定
さ
れ
た
講
座
の
約
半

数
は
、
教
育
訓
練
給
付
制
度
が
利
用
で
き
ま

す
。教

育
訓
練
給
付
制
度
と
は
、
受
講
者
が

負
担
し
た
費
用
の
一
部
を
国
が
支
給
す
る
こ

と
で
資
格
取
得
な
ど
を
支
援
す
る
仕
組
み
で

す
。
利
用
で
き
る
の
は
雇
用
保
険
の
被
保
険

者（
在
職
者
と
離
職
後
1
年
以
内（
注
）の
者
）

で
、
雇
用
保
険
に
加
入
で
き
な
い
自
営
業
者

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

指
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
、
そ
の
後

資
格
を
取
得
す
る
な
ど
一
定
の
条
件
を
ク
リ

ア
し
た
場
合
は
、
受
講
費
用
の
最
大
７
割
が

支
給
さ
れ
ま
す
（
雇
用
保
険
の
被
保
険
者

期
間
原
則
3
年
以
上
の
受
講
者
が
対
象
）。

ま
た
、
企
業
負
担
で
従
業
員
を
受
講
さ
せ
る

場
合
、
企
業
に
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
は
受
講
す
る
講
座
に
よ
り
次
の
３

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
【
図
表
４
】。

支
給
額
が
最
も
高
い
の
が
、
看
護
師
養
成

な
ど
、専
門
的
な
講
座
を
対
象
と
す
る
①
「
専

門
実
践
教
育
訓
練
給
付
」
で
す
。
年
40
万
円

【図表4】教育訓練給付制度の概要

（出所）監修者作成

を
上
限
に
受
講
費
用
の
50
％
が
最
長
4
年
間

支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
訓
練
修
了
後
１
年
以
内

に
、
定
め
ら
れ
た
資
格
を
取
得
し
、
就
職
し

雇
用
保
険
に
加
入
す
る
と
、
受
講
費
用
の
20

％
分
の
追
加
支
給
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
再
就
職
や
早
期
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
資
す
る
教
育
訓
練
を
対
象
に
し
た
②

「
特
定
一
般
教
育
訓
練
給
付
」
や
、
雇
用
の
安

定
・
就
職
促
進
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
対
象

と
し
た
③
「
一
般
教
育
訓
練
給
付
」
が
あ
り
、

前
者
は
20
万
円
を
上
限
に
受
講
費
用
の
40
％

を
、
後
者
は
10
万
円
を
上
限
に
受
講
費
用
の

20
％
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
お
よ
び
②
の
教
育
訓
練
給
付
金
の
申
請

手
続
は
、
受
講
開
始
日
1
カ
月
前
ま
で
に
訓

練
対
応
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ

る
「
訓
練
前
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」

と
「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
」
の
交
付
を
受
け
、

書
類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
居
住
地
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
、
受
給
資

格
の
有
無
や
支
給
要
件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

      （
注
）
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
疾
病
、
負
傷
等

で
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
期
間
の
延
長
を
行
っ

た
場
合
は
最
大
20
年
以
内
。

5
A

5
Q

会
社
を
辞
め
て
学
び
直
す
場
合
に
は

ど
ん
な
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
か

進
学
の
場
合
、
求
職
者
給
付
は
使
え
な
い
の
が
一
般
的
で
す
が
、

教
育
訓
練
給
付
制
度
は
利
用
で
き
ま
す

①専門実践教育訓練給付 ②特定一般教育訓練給付 ③一般教育訓練給付

給付内容

受講している間、また、修了した場合、受講費用の
50%（上限年間40万円）を支給

※訓練修了後1年以内に、資格取得等し、
就職等した場合には、

受講費用の20%（上限年間16万円）を追加支給。

受講費用の40%
（上限20万円）

受講費用の20%
（上限10万円）

支給要件

講座数
（2021年10月時点） 2,584講座 484講座 11,177講座

受給者数
（2020年度実績） 29,404人 1,647人 89,011人

労働者が、主体的に厚生労働大臣が指定する教育訓練を修了した場合に、その費用の一部を雇用保険により支給。

在職者または離職後1年以内（妊娠、出産、育児、疾病、負傷等で教育訓練給付の対象期間が延長された場合は最大20年以内）の者

雇用保険の被保険者期間3年以上（初回の場合は①は2年以上、②③は1年以上）の者

++
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6
A

6
Q

出
産
・
育
児
等
で
退
職
し
た
場
合
の

学
び
直
し
や
再
就
職
へ
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
は
あ
り
ま
す
か

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
が
な
く
て
も

受
け
ら
れ
る
訓
練
制
度
が
あ
り
ま
す

就
職
活
動
の
際
に
利
用
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
は
、
働
く
意
欲
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
必

要
な
職
業
ス
キ
ル
や
知
識
を
原
則
無
料
で
学

べ
る
職
業
訓
練
制
度
「
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
、
対
象
者
別

に
５
つ
（
離
職
者
、
在
職
者
、
求
職
者
、
学

卒
者
、
障
害
者
）
の
訓
練
コ
ー
ス
が
準
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
求
職
者

支
援
訓
練
」
は
、
雇
用
保
険
に
未
加
入
で
失

業
保
険
を
受
給
で
き
な
い
人
（
非
正
規
労
働

者
や
長
期
失
業
者
な
ど
）
や
、
収
入
が
一
定

以
下
の
在
職
者
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ

ば
、
再
就
職
・
転
職
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
に
、
月
10
万
円
の
給
付
金
を
受
け
つ
つ
無

料
の
職
業
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

２
０
２
0
年
度
に
は
全
国
で
2
万
人
以
上
が

受
講
し
て
い
ま
す
。

求
職
者
支
援
訓
練
に
は
、
基
礎
コ
ー
ス
と

実
践
コ
ー
ス
が
あ
り
、
基
礎
コ
ー
ス
で
は
パ

ソ
コ
ン
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
の
設
定
に
つ
い
て
な
ど
、
社
会
人
に

必
要
な
基
礎
的
ス
キ
ル
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

実
践
コ
ー
ス
で
は
実
際
に
就
職
を
希
望
す
る

職
種
で
必
要
と
な
る
実
践
的
ス
キ
ル
を
学
べ

ま
す
。
分
野
は
簿
記
習
得
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス

系
、
介
護
・
医
療
、
旋
盤
・
溶
接
な
ど
の
専

門
機
能
系
ま
で
様
々
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
、
伝
統
工
芸
、
農
業
、
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
を
学
べ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

7
A

7
Q

仕
事
や
育
児
等
の
事
情
で
、
学
び
の
場
に
出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
の

サ
ポ
ー
ト
制
度
は
あ
り
ま
す
か
？

E
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
社
会
人
の
学
び
直
し
を
応
援
す
る
サ
イ
ト
な
ど
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

通
学
制
の
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
通
う
時
間

が
な
い
人
に
便
利
な
の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
さ
え
あ
れ
ば
、
時
間
や
場
所
の
制
約
な

く
学
べ
る
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
。
中
で
も
ビ
ジ
ネ

ス
全
般
に
つ
い
て
学
べ
る
、
1
カ
月
あ
た
り

1
6
5
0
円
〜
の
定
額
制
動
画
学
習
サ
イ

学
院
で
5
万
円
〜
15
万
円
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選

択
が
可
能
で
す
。
返
済
は
貸
与
終
了
後
、
7

カ
月
目
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
各

地
の
大
学
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体
な

ど
が
社
会
人
向
け
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

ト
が
「
グ
ロ
ー
ビ
ス
学
び
放
題
」
で
す
。

会
員
に
な
る
と
、
会
計
、
財
務
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
キ

ャ
リ
ア
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
た

約
４
２
０
０
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
動
画
が
見
放

題
。
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
礎
知
識
か
ら
最
先
端
の
ビ
ジ
ネ
ス
理
論
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ま
で
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
経
験
の
浅
い
人
か
ら
リ
ー
ダ
ー
ク

ラ
ス
ま
で
目
的
に
応
じ
て
学
べ
ま
す
。
動
画

1
本
の
長
さ
は
3
分
程
度
〜
と
短
め
で
、
す

き
間
時
間
で
効
率
的
に
学
習
で
き
ま
す
。

ま
た
、日
本
経
済
新
聞
社
が
運
営
す
る「
日

経
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」

も
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
要
注
目
の
学
習
サ

イ
ト
。デ
ジ
タ
ル
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、人
事・

総
務
、
会
計
財
務
な
ど
13
の
テ
ー
マ
か
ら
興

味
の
あ
る
講
座
を
選
び
、
受
講
料
を
支
払
っ

て
学
習
す
る
形
式
で
、
サ
ン
プ
ル
版
の
視
聴

も
可
能
で
す
。
課
題
を
提
出
す
る
こ
と
で
添

削
指
導
を
受
け
ら
れ
る
講
座
も
あ
り
、
不
足

し
て
い
る
知
識
や
ス
キ
ル
が
明
ら
か
に
な
る

の
も
特
徴
で
す
。

受
講
料
は
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
５
時
間
の
財
務
諸
表
マ
ス
タ
ー
講
座
が

１
万
９
８
０
０
円
、
30
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
体
験
講
座
が
４
万
９
５
０
０
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
人
の
学
び
直
し
支
援
を
目
的
と
す

る
、
文
部
科
学
省
運
営
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
マ
ナ
パ
ス
」
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
【
図
表
５
】。「
分
野
」「
資
格
」「
給

付
金
や
奨
学
金
等
の
支
援
」「
土
日
・
平
日

夜
間
開
講
」
な
ど
自
分
の
希
望
に
沿
っ
た
条

件
で
講
座
内
容
が
検
索
で
き
る
ほ
か
、「
マ

イ
ペ
ー
ジ
機
能
」
が
新
し
く
搭
載
さ
れ
、
気

に
な
っ
た
講
座
の
お
気
に
入
り
登
録
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
受
講

経
験
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
学
び
直
し
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
よ
り
湧
き
や
す
く
な
る
内
容
で
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【図表5】文部科学省運営ポータルサイト「マナパス」
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